
ＪＲ東海労ニュース

本日の『東京新聞』は、震災復興予算が原発の輸出調査に流用さ

れていたことを報じました。

この間、震災復興予算が直接関係のない分野で使われていたこと

が問題視され、政府は苦し紛れの釈明に終始していました。今回の

件は、原発開発ためのものであり、復興とは180度異なるものです。

政府は、福島第一原発事故で故郷を失った人たちの前で説明できる

のでしょうか。事故の教訓

は、二度と原発に頼らない

エネルギー政策を推進する

ことではないでしょうか。

原発輸出をめぐっては、

三菱、日立、東芝などが参

戦しています。原発の

輸出は、被爆の輸出で

もあります。金儲けの

ためなら人が死のうが

関係ないとされる武器

輸出＝死の商人と根っ

こは同じです。

流用した費用は全額

元に戻すべきです。そ

して、原発政策を直ち

にやめるべきです。

こんなことを許せますか！
震災復興予算が原発調査の費用に！

使
っ
た
費
用
は
全
額
元
に
戻
せ
！
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